
















































































































営されている。たとえば、大阪歴史博物館はそ 使命を「歴史 対話し、現在、そして未来を考え 」とし、具体的には、




















もに、それを内外の研究者が活用できる体制を整え さらに研究成果を社会へ還元していくことにある 考えてよい。ただし、設立の背景・経緯がさまざまであり、展示活目的・活動も大学の研究成果展、ある は大学教育の理解を促進させるため 教育展示、博物館学の実習展示、実験的展示といった具合に、そ 意図 的 各多様なのが特徴である。　

























































































































世忍澂上人の三百年御遠忌にあたるため、法然院が所蔵する忍澂上人の大蔵経関係資料 調査を行い、 『法然院忍澂上人と大蔵経対校録』とし まとめ 。　
一方、宗教文化シアターでは研究所以来、通算三三回 （二〇一一年一月段階
（を数え、年四回の公演を実施し、











示目的が大学博物館のもっともポピュラーな といえよう。たとえば、大谷大学は、毎年四月「大谷大学のあゆみ」というタイトルシリーズ と、同大学の に関わる展示を行ってい 。平成一六年 （二〇〇四
（四月、













































































専門的な整理のもと、データベース構築は欠かせない。さらに、一般にむけた、検索や視認性をもつ整理方法模索されるべきである。これはデジタルベース化にしろ、冊子体 しろ、共通しているといえよう。また、オリジナルそのものを展示す ことは資料の劣化を進める度合いが高いことか 複製やデジタル化が必要である。これらの点については前述した各大学の研究プロジェクトの整理方針などが参考となろう。ここで特筆 ておき
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の文化遺産の公開という面だけでなく、文化財産・文化 源を通じた大学広報の性格ももつといえる。というのは、公開しているデータベースとそ 画像デ タは所蔵資料目録と研究教育活動へ 利活用を促進することはうまでもないが、所蔵写真資料そのものが大学 歴史や沿革、建学の精神・理念を体現するもの 多く、近代史、教育史、博物館学の資料である 同時に、社会に対す 大学そ も と大学理念の周知化を図れる らであ 。　
大学ホームページを閲覧すると、ほとんどの大学がその歴史・沿革などを年表などによって紹介しているが、

























































データがないため、撮影時期 撮影者 撮影場所などを同定 特定することができない。ただし、中東を歴訪した際に撮影したであろう写真群については、あまりに大まかだが 大正一一年であることは指摘できる。　
西田の二カ年半に及ぶヨーロッパ留学の日程に関しては 前述したとおりであるが、留学最終年にあたる大正











































あり、加えて西 の兄、菅原正隆が住持を勤めていたのが大阪の浄土宗寺院天寧寺であることなどを勘案すると、佛教専門学校 ら何かしらの依頼があって講演を行い、そ 内容が口述筆記されて『摩訶衍』に掲載されたものと考えられる。　
佛教専門学校の研究機関雑誌に、彼のヨーロッパ見聞の講演録が収録されていることから、前述した佛教専門































































































































































































































































































































































　『摩訶衍』とは、 佛教専門学校の研究機関誌で 同校の前身、 宗教大学分校が校友会 機関誌も兼ねて発行した『鹿渓』これを引き継いだ第二次『鹿渓』が同九年 （一 二〇
（一月第七号をもって終わったのをうけ、同年八月に第一巻第一
号として創刊されたものである。その後 昭和 四年 （一九三九
（に『佛専学報』と改称し、宗学のみならず、仏教学、
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西田直二郎 「追憶の二三」 （京都帝国大学考古学教室編 『浜田先生追悼録』 京都帝国大学考古学教室、 一九三九（
、 四八一頁。
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付記　
本稿は平成二一年度全国博物館学講座協議会西日本部会研究助成「大学博物館所蔵写真資料の展示活用に関する学際的研究」
の研究成果の一部、文部科学省科学研究費補助金若手研究Ｂの研究成果の一部である。　
西田直二郎のヨーロッパ巡歴の道程や、撮影された写真の風景などに関して、佛教大学歴史学部の塚本栄美子先生よりご教
示を得た。謹んで深謝申し上げます。
